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ご あ い さ つ 

 

日頃、みなさまには格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます｡ 

 毎年、みなさまに「新井しんきん」に対するご理解を深めていただく為に、３月末決

算を踏えて当金庫の経営方針や業務内容、業績等をわかりやすくご案内したディスクロ

ージャー誌を作成しておりますが、半年経過した中間時点９月末の自己資本比率や不良

債権等、主要な項目の現況についてご案内致しております。 

この資料をご覧いただきまして新井しんきんに対するご理解、ご信頼をより一層深めて

いただければ幸いに存じます。 

 我が国経済は、デフレからの脱却と経済再生に向けた取組みが進められておりますが、

世界情勢の度重なる変化や地震・天候不順の影響、マイナス金利政策の導入等により、

一部に明るい兆しが見られるものの、少子高齢化の進展や人口減少社会が本格化する中

で、地方経済もまた、厳しい状況が続いており、当金庫の経営環境も厳しさを増してお

ります。このような環境のもと当金庫は今年度創立７０周年を迎えるにあたり、改めて

地域密着型金融の原点に帰り、「良質な金融仲介機能の発揮」「地域の皆様との共通価値

の創造」を掲げ、地元の信用金庫としての使命・役割を果たすべく役職員一同、精進し

ております。 

 今後とも一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げまして、ご挨拶と

いたします。 

 

平成３０年１０月 
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個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般法人　公金等
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●主要な経営指標                     （単位：百万円） 

 平成３０年３月末 平成３０月９月末 

自 己 資 本 
（ 純 資 産 額 ） 

6,609    6,858   

預 金 積 金 残 高 104,847   104,204   

貸 出 金 残 高 40,487   39,762   

有 価 証 券 残 高 46,432   48,624   

総 資 産 額 111,827   111,396   

業 務 純 益      249   117    

経 常 利 益 301   178    

当 期 純 利 益                  98   131   

自 己 資 本 比 率 15.13％   15.48％   
 

●預金の内訳 

 

 

 

 

 

 
 
 

●貸出金の内訳 

 

 

 

 

 

 

 
 
●有価証券の時価情報                    (単位：百万円) 

 平成 30 年 3 月末 平成 30 年 9 月末 

帳簿価額 時 価 評価差額 帳簿価額 時 価 評価差額 

その他有価証券 37,171 37,428 257 37,893 38,322 428 

 株 式 2,417 2,768 350 2,431 3,009 578 

債 券 29,909 30,210 300 30,527 30,695 167 

その他 4,843 4,449 △393 4,934 4,617 △317 

満期保有目的の債券 9,003 8,849 △153 10,302 10,066 △236 

合   計 46,174 46,278 103 48,196 48,388 192 

製造業 建設業　 卸小売業  不動産 　サービス業             個人     　  　   　地公体　　     その他
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（単位：百万円）

平成30年3月末
経過措置による

不算入額 完全適用時
平成30年9月末

経過措置による
不算入額 完全適用時

コア資本に係る基礎項目の額　　　　　　　　　　　（イ） 6,576 6,576 6,708 6,708

6,417 6,417 6,549 6,549

うち、出資金及び資本剰余金の額 202 202 202 202

うち、利益剰余金の額 6,220 6,220 6,346 6,346

うち、外部流出予定額（△） 6 6 ― ―

159 159 159 159

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 159 159 159 159

コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　　　　　（ロ） 10 12 10 12

10 2 12 10 2 12

10 2 12 10 2 12

6,566 6,563 6,698 6,695

リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　　 　　(二)　 43,376 43,374 43,262 43,259

40,803 40,800 40,689 40,686

2 ― 2 ―

2 ― 2 ―

2,573 2,573 2,573 2,573

15.13% 15.13% 15.48% 15.47%

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係
るものを除く。）の額の合計額

自己資本の額（（イ）－（ロ））
（ハ）

自己資本比率 （ (ハ) ／ (二) ）

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8%で除して
得た額

信用リスク・アセットの額の合計額

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入
される額の合計額

うち、無形固定資産（のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るものを除く。）に係るものの額

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライ
ツに係るもの以外の額

項目

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

●自己資本比率 

 

 

自己資本比率は、貸出金、国債、株式などの総資産のうち、万一の場合に損失の可能

性がある資産(リスク･アセット)に対して、自己資本がどのくらいの割合であるかを表

しています。又自己資本は、みなさまからの出資金や新井しんきん自体の利益積立金等

からなっています。 

国内のみで業務を行う金融機関(信用金庫等)は、自己資本比率 4％以上の基準を満た

すことが経営体質が健全で問題のない金融機関の条件です。 

新井しんきんは、この基準を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己資本比率は 15.48％です。 
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● 不良債権の状況 

 

   金融再生法による開示債権額及び保全状況 

  新井しんきんの平成３０年９月末時点の不良債権は、破産更生債権及びこれらに 

準ずる債権２,２３９百万円、危険債権６８４百万円、要管理債権１４１百万円の合

計３,０６５百万円です。 

 

この不良債権の保全状況は､担保・保証等で１,０９４百万円、貸倒引当金で１,４８

２百万円引当済です。 

 

 

●金融再生法開示債権                    （単位：百万円） 

 平成 30年 3 月末 平成 30 年 9 月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1,370  2,239   

危険債権 1,151  684   

要管理債権 274  141   

正常債権 37,848   36,851   

合  計 40,645   39,916   

 

 

●金融再生法開示債権保全状況              （単位：百万円） 

 平成 30年 3 月末 平成 30 年 9 月末 

金融再生法上の不良債権（Ａ） 2,797   3,065   

 破産更生債権及びこれらに準

ずる債権 1,370   2,239   

危険債権 1,151   684   

要管理債権 274   141   

保全額（Ｂ） 2,570   2,576   

 貸倒引当金（Ｃ） 1,482   1,482   

担保・保証等（Ｄ） 1,088   1,094   

保全率（Ｂ）／（Ａ）（％） 91.90   84.07   

担保・保証等控除後債権に対する 

引当率（Ｃ）／（（Ａ）―（Ｄ））（％） 86.73   75.22   
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●主な地域貢献活動、サークル活動 

 

△白ゆり信友会旅行 

平成３０年６月１３日・１４日、 

白ゆり信友会「山形かみのやま温泉                

『日本の宿 古窯』やぐら宴会の旅」 

                      を実施し、大変盛り上がった旅行とな                              

                      りました。 

 

 

△あらいまつり参加              

平成３０年８月４日、第４５回あらい 

まつりの大民謡流しに参加し、優秀賞を 

受賞しました。 

 

 

 

                     △ファミリー映画上映会 

                      平成３０年８月１９日、妙高市文化   

                      ホールの大ホールにて、創立７０周年              

                      記念ファミリー映画上映会を開催し  

                      ました。 

 

 

△文化講演会            

 平成３０年８月２１日、新井ふれあい会館に 

 元テレビアナウンサーの花田景子氏を迎え、 

 文化講演会を開催し、大変好評でした。 

 

 

 

                   

△優良企業視察 

平成３０年９月１９日、若手経営者 

新信会で、優良企業視察を行い「池田 

屋安兵衛商店」「北陸コカ･コーラ砺波

工場」等を訪問しました。 
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● 地域密着型金融の取組みについて

（１）ライフサイクルに応じた取引企業の支援強化 

  ・経営改善支援 

   地域の発展には、地元中小企業が健全に存続し発展していくことが重要であり、信

用金庫は地域経済の発展、地域中小企業の発展の為に、使命共同体として役割を果

たしていくことが大切であると考えています。企業の経営改善支援に当たっては、

決算書、試算書などの定量面のみで判断することなく、企業の技術力、地域力、経

営者の考え、業況等強みや取引先個々の定性面を洗い出し、その上で取引先経営者

と一体となり、事業改善計画、収支計画を策定しキャッシュフローの確保を目指し

て経営改善に取り組んでおります。 

   平成３０年度は、経営改善重点対象先に５４先を選定して金融円滑化対象先も含め

てＰ.Ｄ.Ｃ.Ａサイクルにより経営改善に取り組んでおります。今後も金融円滑化法の

期限到来前と同様にモニタリングの徹底を図り企業の実態把握に努め、継続的にき

め細かい指導や条件変更等、柔軟な姿勢でサポートに取り組んでまいります。 

  ・事業再生支援 

   地域経済の回復が期待されている中、地域経済を支える中小企業の事業再生を支援

することにより、取引先の資源生産性の向上、新たな付加価値を創出するため、事

業再生に取り組んでおります。 

今後も地元企業の存続を図るため、企業実態の把握に努め対象企業に適した事業承

継・譲渡などの手法を用い企業再生の支援に取り組んでまいります。 

（２）中小企業に適した資金供給手法の徹底 

  ・中小規模事業者の資金ニーズに対するきめ細かな対応 

   北陸新幹線上越妙高駅の利用客の増加による観光、経済への効果や本格化してきた

駅前開発による、地域経済の景気回復への期待が高まっている中でいまだ回復の実

感は低く、タイムリーな資金の供給が求められております。 

   顧客への訪問活動により、取引先との密度の高いコミュニケーションを図り資金繰

りだけでなく経営の問題点も共有し、営業面、経営相談のもと財務諸表にとらわれ

ない事業性評価により企業の実態を把握し、きめ細かな与信判断に努めております。 

   ３０年度も新潟県セーフティネット、長野県中小企業振興資金、プロパー資金、そ

の他小口零細企業保証制度資金、季節資金、特別融資「７０周年特別資金」など企

業へ積極的且つきめ細かな対応により円滑な資金供給を図っております。今まだ地

域経済は厳しい状況が続いており、条件変更と合わせて資金ニーズの要望に対しキ

ャッシュフローとバランスを考えて柔軟に対応しております。 

 ・目利き機能の発揮に向けた取り組み 

   企業の将来性や技術力を的確に評価できる能力、いわゆる「目利き力」の養成、創

業・新事業の将来性の見極めや、コンサルティングのできる人材の育成、スキルア

ップを図るため引き続き新潟県信用金庫協会や㈳全国信用金庫協会、㈳関東信用金

庫協会が開催する「企業分析講座」「目利き力養成講座」「企業再生支援講座」「女子
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職員スキルアッップ講座」「若手職員のための融資渉外基礎講座」等へ、階層、役職

別に外部研修へ積極的に参加し、外部講師による研修も実施し人材の育成とスキル

アップに努めております。 

又、地域公共団体・商工会議所・商工会等への訪問による情報交換の実施と日本

政策金融公庫との業務連携により、企業の持つ技術力・特色・将来性等を見極める

為の能力向上も図っております。 

 （３）支援強化の為の他金融機関との業務連携 

  ・日本政策金融公庫との業務連携 

   平成２７年４月１０日付で株式会社日本政策金融公庫と「業務連携・協力に関する

覚書」を締結しました。これまで以上に幅広い分野において、協調融資の実施や情

報提供など、より一層の金融サービスの展開を図っております。 

 （４）持続可能な地域経済への貢献 

  ・取引先に対する情報の提供、経営相談、ビジネスマッチング 

   中小企業に対する情報の提供、経営相談、ビジネスマッチングのために「新井しん

きんビジネスクラブ」「若手経営者新信会」を組織しており、継続した情報提供、ビ

ジネスマッチング等の支援を行っております。 

   平成３０年９月７日池袋サンシャインシティで行われた「うまさぎっしり新潟・食

の大商談会」に２社が参加。出展企業は販路開拓・拡大を目指し、百貨店、スーパ

ー、ホテル、飲食店等のバイヤーと活発に商談を行いました。 

  ・青少年図書充実のための支援活動 

   昭和５３年に当金庫の創立３０周年記念事業 

として「将来を担う青少年の為になる事業」を 

行いたいと考え、市及び教育委員会と相談した 

結果、地域の子供達が言葉を学び、感性や想像力 

を養う上で大切な読書活動を充実するために、図 

書購入を支援する基金として、市に 1,000 万円を 

寄贈し「青少年図書充実基金」が設立され、昭和５８年に更に 1,000 万円を寄贈し

ました。この基金の運用収益により、市の図書館および小中学校で毎年図書が購入

され、読書活動の充実と青少年の育成に利用されております。 

  ・環境問題への取組み 

   環境問題への取組みが叫ばれている中、当金庫は環境問題に関心を持ち、日々の活

動の中で、二酸化炭素排出量の削減、水資源使用量の節減、廃棄物排出量の削減等々

により、地域環境、地球環境の保全に積極的に取組んでおります。 

平成 21 年 8 月、全店で「エコアクション 21」の認証を取得し、平

成 30 年 8 月の中間審査でも、全店及びＡＴＭ出張所で「エコアク

ション 21 ガイドライン 2009 年版」（環境省）の審査に合格と判定

され、引き続き認証登録が認められました。 

  



 8 

 

● 地域金融円滑化の取組みについて 

   ・地域金融円滑化のための基本方針 

   新井信用金庫は、平成２５年３月末に金融円滑化法の期限が到来しましたが、その

後も対応方針に何ら変わりなく、地域の中小企業および個人のお客様に必要な資金

を安定的に供給し、地域経済の発展に寄与するため、以下の方針に基づき、地域金

融の円滑化に全力を傾注して取組んでおります。 

  １．取組方針 

   地域の中小企業および個人のお客様の安定した資金供給は、事業地域が限定された

協同組織金融機関である信用金庫にとって、最も重要な社会的使命です。 

   私どもは、お客様からの資金需要や貸付条件の変更のお申込みがあった場合には、

これまでと同様、お客様の抱えている問題を十分に把握したうえで、その解決に向

けて真摯に取組んでおります。 

  ２．金融円滑化の実施に向けた管理態勢 

   当金庫は、上記取組み方針を適切に実施するため、金融円滑化に係る管理方針、管

理規定を定めて以下の態勢のとおりとしております。 

① お客様の新規融資や条件変更等のお申込みに対しては、お客様の経営実態等を踏

まえて、適正な審査を行ってまいります。 

② お客様の経営実態等を踏まえて、経営相談・経営指導及び経営改善に向けた取組

みに関する適切な支援を行ってまいります。 

③ お客様との与信取引（貸付契約及びこれに伴う担保・保証契約）のご相談・お申

込みに対し、お客様に対する説明を適切かつ十分に行ってまいります。 

④ お客様からの与信取引に係る問い合わせ、相談、要望及び苦情への対応を適切に

実施してまいります。 

⑤ お客様の事業価値を見極め、金融円滑化の取組みを実効的に進めるため、職員の

目利き力向上に努めてまいります。 

⑥ 金融円滑化の取組みに対し適切な対応を図るために必要な施策を適切に行ってま

いります。 

⑦ 「経営者保証に関するガイドライン」に基づいた適切な対応を図ってまいります。 

  ３．他の金融機関等との緊密な連携 

    当金庫は、複数の金融機関から借入れを行っているお客様から貸付条件の変更等

の申し出があった場合など、他の金融機関や保証協会等と緊密な連携を図る必要

が生じたときは、守秘義務に留意しつつ、お客様の同意を得たうえで、これらの

金融機関と情報の確認・照会を行うなど、緊密な連携を図りながら地域金融の円

滑化に努めております。 

４．新潟県事業引継ぎ支援センターへの参加 

    「新潟県事業引継ぎ支援センター」に参加し、大きな経営課題となっている事業

承継について、円滑な事業引継ぎを行う事ができるよう取組んでおります。 
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近くて便利な新井しんきん 
 

■営業地域のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＡＴＭ設置状況 

店   内 本店・南支店・北支店２台，各支店１台 計１５台 

店   外 新井ショッピングモールコア共同出張所          １台 

本店営業部下町出張所                  ２台 
計 ３台 

※ＡＴＭ稼働時間【平日】ＡＭ７：００～ＰＭ１１：００【土・日・祝】ＡＭ８：００～ＰＭ９：００ 

■店舗のご案内 

本   店 新潟県妙高市栄町２－３ 

田 口 支 店 新潟県妙高市大字関川８－２ 

赤 倉 支 店 新潟県妙高市大字赤倉４４８ 

黒 姫 支 店 長野県上水内郡信濃町大字柏原 74－1 

糸魚川支店 新潟県糸魚川市寺町３丁目９番７号 

脇野田支店 新潟県上越市大和１丁目７番９号 

中 郷 支 店 新潟県上越市中郷区板橋 466－1 

南 支 店 新潟県妙高市学校町３番２５号 

関 山 支 店 新潟県妙高市大字関山 1673－24 

板 倉 支 店 新潟県上越市板倉区針７９４ 

北 支 店 新潟県妙高市柳井田町２丁目８番２６号 

三 和 支 店 新潟県上越市三和区番町 1713－2 

☎0255（72）3101 

☎0255（86）3151 

☎0255（87）2223 

☎026（255）2578 

☎025（552）5566 

☎025（522）1160 

☎0255（74）3201 

☎0255（72）5128 

☎0255（82）2200 

☎0255（78）3321 

☎0255（72）7770 

☎025（532）4530 
 

当金庫のホームページアドレス       

http://www.shinkin.co.jp/arai/    

店 舗 一 覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   


